
委員会の活動状況
予 算 決 算 委 員 会
委員長　芦原美佳子

　６月17日、20日、25日に開催し
ました予算決算委員会に付託され
ました案件は、議案１件でした。
◇主な審査内容
◎第35号議案
　福祉文教分科会で、高齢者新型
コロナワクチン接種委託料につい
て、財源の内訳や接種費用の内訳
について質疑があり、「補正予算
の総額１億4700万円のうち、基金
管理団体からの助成金が9545万円、
一般財源が5155万円になる。なお、
一般財源分は、財政調整基金から
5000万円を繰り入れる。また、１
回の接種費用は１万5300円を想定
し、そのうち、基金管理団体から
8300円の助成があり、自己負担が
2500円で、市の一般財源は4500円
となる」との答弁でした。
　スクールロイヤー業務委託料に
ついて、スクールロイヤーを導入
する経緯や目的について質疑があ
り、「導入経緯については、学校
で起こる事案について、弁護士か
らの専門的な助言を求めることが
望ましい事案が増加してきたこと
や、県のスクールロイヤーや市の
顧問弁護士では、対応に時間がか
かってしまうことなどから、即時
対応ができるようにする必要があっ
たことによる。また、目的につい
ては、『児童生徒の最善の利益を
念頭に置き、子どもの人権保護や
成長と発達を支えること』を目的
としている。初期段階での問題解

決にもつながり、ひいては、教員
の心理面を含めた負担軽減にも貢
献することを期待している」との
答弁でした。
◇審査結果
　第35号議案は全員賛成で可決し
ました。

福 祉 文 教 委 員 会
委員長　櫻井直樹

　６月20日に開催しました福祉文
教委員会に付託されました案件は、
議案１件、陳情３件でした。
◇主な審査内容
◎第38号議案
　市民に対する影響について質疑
があり、「現在発行されている被
保険者証、いわゆる、保険証は、
12月２日以降、発行されなくなり、
資格確認書に変わる。
　また、保険証の有効期限につい
ては、今年度は、通常どおり更新
をしていくが、後期高齢者医療に
ついては、保険証は、１年ごとに
更新しているので、今年度の保険
証は、７月31日までの期限であり、
８月１日以降の期限から、１年間
の期限の保険証を更新する。しか
し、12月２日以降に、新規に受け
取る方は、保険証の発行がなくな
るので、資格確認書の発行になる」
との答弁でした。
◇審査結果
　第38号議案は賛成多数で可決し
ました。また、陳情第６号、７号、
８号は賛成少数で不採択としまし
た。

都 市 環 境 委 員 会
委員長　市原誠二

　６月21日に開催しました都市環
境委員会に付託されました案件は、
議案１件、陳情１件でした。
◇主な審査内容
◎第39号議案
　開発行為に伴う下水道の敷設時
等の財政影響を抑制するため、あ
らかじめ地番を変更することに関
する質疑があり、「地番の変更は、
今後の課題である」との答弁でし
た。
◇審査結果
　第39号議案は全員賛成で可決し
ました。また、陳情第２号は賛成
少数で不採択としました。

総 務 委 員 会
委員長　山下幹雄

　６月24日に開催しました総務委
員会に付託されました案件は、議
案２件、陳情３件でした。
◇主な審査内容
◎第36号議案
　改正により業務はどのように変
わるか。また、住民の利便性に関
する質疑があり、「改正に当たり
基本的に職員、住民ともに事務上
で変わるところはない」との答弁
でした。
◇審査結果
　第36号、第37号議案は全員賛成
で可決しました。また、陳情第３
号、４号、５号は賛成なしで不採
択としました。

　市議会だよりは、３月、６月、９月、12月の年４回の定例会、また、必要に応じて開かれる臨時会の議
事の内容を中心に編集しており、３月、６月、９月、12月に発行しています。
　　【電話】　０５６１－７６－８１８６（直通）　　【ＦＡＸ】　０５６１－５２－２２２２
　　【Ｅ-mail】　giji@city.owariasahi.lg.jp

市議会だよりの記事に関するご意見・ご質問をお寄せください市議会だよりの記事に関するご意見・ご質問をお寄せください
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　来庁しなくても委員会における議案等審査の状況を速やかに知ることできるよう、令和６年第３回（６
月）定例会から、尾張旭市議会のＹｏｕＴｕｂｅ公式チャンネルにおいて、委員会のライブ中継及び録画
映像の配信を行っていますので、是非御活用ください。
●閲覧方法
　市議会トップページ→委員会中継（ライブ・録画）・音声データ→ＹｏｕＴｕｂｅへ
のリンク
●ライブ中継
　委員会開催中の映像をライブ配信します。
●録画映像配信
　ライブ中継終了後、いつでも視聴可能。
　※パソコンだけでなく、スマートフォンからも御覧いただけます。

▲YouTubeリンク

委員会の行政調査報告行政調査報告
福 祉 文 教 委 員 会
委員長　櫻井直樹

行田市の人口減少対策は、
 「こどもまんなか子育て支援」

　７月８日に埼玉県行田市を訪
問し、「子育て支援事業」につ
いて、行政調査を行った。
　行田市では、2000年以降、人
口減少が深刻化し、特に出産・
子育て世代の市外転出が懸念さ
れる。
　そこで、０歳から18歳まで切
れ目なくサポートする「こども
まんなか子育て支援」として、
医療費の無償化を始め、所得制
限のない３歳未満児保育料無償
化を実施し、また「こども誰で
も通園制度」の試行実施にも取
り組んでいる。
　人口や予算規模が、本市とほ
ぼ同等な行田市は、最重要課題
を人口減少に歯止めをかけるこ

ととし、そのための子育て世代
を支援する施策は、とても参考
になった。

行田市にて

授業の形態が、まったく違う
 飯能市の教育

　７月９日に埼玉県飯能市を訪
問し、「学びの共同体」につい
て、行政調査を行った。
　飯能市では、令和３年度より、
誰一人漏れなく、児童生徒の学
ぶ権利を保障するため、「学び
の共同体」の理念により、学び
の改革を推進してきた。互いの
声を聴き合い、学び合いながら、
難しい課題（ジャンプ課題）に

も挑戦し、「質と平等」を同時
に追求する授業を市全体の小中
学校、全教科の授業で実現させ
ている。実際の授業を参観し、
教師は教えずに、子どもたち同
士で考えさせる授業に驚かされ
た。そして「子どもたちに、ど
んな力を付けさせるか、生涯的
にどのような力を身に付けさせ
るかという考えを教職員が共有
している」という指導主事の言
葉が印象的であった。飯能市の
教育を受けた子どもたちの将来
が、とても楽しみである。「学び
の共同体」という学習形態につ
いて、更に研究を深め、本市の
教育に生かしていきたい。

飯能市にて

委員会のYouTube配信を始めましたので是非ご覧ください委員会のYouTube配信を始めましたので是非ご覧ください

13

 尾張旭市議会だより 令和６年９月１日


